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 当研究グループで現在までに実施した、東北沿岸域における曳航調査及び採泥調査の結果を公開する地

理情報システム(GIS)を構築した。このシステムへは web ブラウザでアクセスし、GUI 操作によって対象と

する海域、核種、時点等を選択し、放射性物質分布のグラフを作図することが可能である。 
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1. 緒言緒言緒言緒言 

 当研究グループは、現在までに曳航式γ線スペクトロメータを用いて東北沿岸域における海底土内の放

射性セシウム濃度の広域測定を実施してきた[1]。これらの測定では、海底土中の放射性セシウム濃度が周

囲平均の 10 倍以上の値を示す異常分布(アノマリー)海域の存在や、放射性物質濃度が海底の土質や河川か

らの流入に大きく影響されていることを示してきた。また曳航調査に並行して、曳航式検出器の定量化の

ために柱状採泥器による放射セシウムの鉛直分布のデータ取得を行っている。そこでこれらの結果を公開

するために GIS システムを構築した。 

 

2. 公開内容公開内容公開内容公開内容 

 GIS へは web ブラウザでアクセスし、GUI 操作によって選択を行う。システムでは以下の 7 種類のグラ

フを単数、あるいは複数表示(マルチグラフレイアウトモード)することが可能である。１．複数測線の放射

線セシウム分布、２．任意の測線に沿った距離対放射性セシウム濃度、３．任意の測線に沿った距離帯放

射性セシウム濃度＋深度、４．任意の測線での放射性セシウム濃度頻度分布、５．採泥サンプルによる放

射性セシウム鉛直濃度分布、６．採泥サンプルの鉛直含水率分布、７．ソナー反射強度分布。またこれら

のデータは CSV 形式でダウンロード可能となっている。 

  

図 データ表示例。左：複数測線の Cs 濃度分布、中：距離 vs Cs 濃度、右：距離 vs 深度+Cs 濃度 
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